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新
入
生
歓
迎
講
演
会

四
月
十
四
日（
水
）に
、
講
演
会「
科
学
と

技
術
の
あ
い
だ
：
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
か
ら
超
Ｌ

Ｓ
Ｉ
ま
で
」を
開
催
し
ま
し
た
。

㈱
ソ
ニ
ー
で
半
導
体
開
発
に
長
年
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
仲
井
雅
光
さ
ん（
基
礎
科
学
科

卒
業
）が
、
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠

に
な
っ
た
多
種
多
様
な
半
導
体
の
最
新
情
報

を
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
る
に
至
っ

た
製
造
技
術
の
発
展
過
程
を
開
発
現
場
の
視

点
か
ら
興
味
深
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

岡
本
拓
司
准
教
授
は
、
二
〇
世
紀
以
来
の
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
や
Ｉ
Ｃ
回
路
の
基
礎
技
術
の
革

新
局
面
で
、
他
分
野
で
開
発
さ
れ
た
知
識
と

の
融
合
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
、
日
本

の
研
究
者
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
を
、

科
学
史
の
立
場
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。
司
会

は
兵
頭
俊
夫
名
誉
教
授（
物
理
）。

参
加
し
た
約
七
〇
名
の
学
生
は
熱
心
に
メ

モ
を
と
り
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
や
意
見
交

流
も
活
発
で
し
た
。
多
く
の
新
入
生
が
大
学

で
の
学
問
の
生
き
た
姿
に
ふ
れ
る
よ
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の

懇
談
会

駒
場
友
の
会
で
は
、毎
年
入
学
式
会
場（
日

本
武
道
館
）で
入
会
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
さ
れ
た
ご
父
母
の
方
々
に
大
学
の
様
子

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
学
部
長
と
の
懇

談
会
を
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
五
回
目
と
な

り
ま
す
。
五
月
二
二
日（
土
）の
開
催
。
今
年

度
の
新
入
生
父
母
の
入
会
は
三
三
〇
名
、
懇

談
会
の
参
加
者
は
二
〇
〇
名
で
し
た
。

冒
頭
の
山
影
進
教
養
学
部
長
の
講
演
に
引

き
続
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
約
十

名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
を
二
〇

名
ほ
ど
の
教
員
が
引
率
し
て
、
図
書
館
、
講

義
棟
、
課
外
活
動
施
設
、
食
堂
、
購
買
部
、

駒
場
博
物
館
、
教
員
研
究
室
等
に
ご
案
内
し

ま
し
た
。
一
号
館
時
計
台
に
登
る
ツ
ア
ー
と

そ
の
あ
と
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
は
と
く
に

好
評
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
ご
父
母
の
感
想

は
以
下
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.c.u-tokyo.ac.jp/ilovekom

aba

第
九
回
演
奏
会

駒
場
友
の
会
総
会
当
日（
五
月
二
九
日
）に

リ
コ
ー
ダ
ー
と
リ
ュ
ー
ト
の
演
奏
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
リ
コ
ー
ダ
ー
の
本
村
睦
幸
さ
ん

は
本
学
工
学
部
の
ご
出
身
。
こ
の
分
野
の
第

一
人
者
と
し
て
国
際
的
に
ご
活
躍
で
す
。
当

日
は
、
リ
ュ
ー
ト
の
金
子
浩
さ
ん
と
と
も
に
、

ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
か
け
て
の
幅

広
い
曲
目
を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ベ
ー
ル
、
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
に
よ
る

リ
コ
ー
ダ
ー
曲
、
ド
・
ヴ
ィ
ゼ
の
バ
ロ
ッ
ク

ギ
タ
ー
の
た
め
の
組
曲
に
続
い
て
、
リ
コ
ー

ダ
ー
と
リ
ュ
ー
ト
の
二
重
奏
に
移
り
、
ロ
ッ

ク
、
オ
ト
テ
ー
ル
の
組
曲
、
ル
イ
エ
の
ソ
ナ

タ
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
リ
ュ
リ
の「
フ
ァ
エ

ト
ン
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

十
六
・
十
七
世
紀
の
西
洋
音
楽
を
め
ぐ
る

貴
重
な
演
奏
は
、
響
き
の
よ
い
音
楽
実
習
室

の
会
場
と
相
性
が
よ
く
、
典
雅
な
ス
タ
イ
ル

に
深
い
叙
情
が
込
め
ら
れ
た
意
義
深
い
音
楽

会
と
な
り
ま
し
た
。

森
田
正
光
さ
ん
講
演
会

七
月
三
一
日（
土
）、「
気
象
予
報
士
森
田

会
報
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さ
ん
の
地
球
温
暖
化
と
未
来
の
お
は
な
し
」

と
題
し
て
、
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
著

名
な
森
田
正
光
さ
ん
が
学
生
と
の
対
談
形
式

で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
に
訪
ね
た

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
皆
既
日
食
に
始
ま
り
、
今

夏
の
猛
暑
や
世
界
各
地
で
頻
発
す
る
異
常
気

象
、ま
た
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
、デ
ー

タ
を
解
析
し
な
が
ら
ご
自
身
の
見
解
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
ウ
ィ
ッ
ト
に

富
む
話
に
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
活
発
な
質

問
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
七
回
総
会
報
告

駒
場
友
の
会
第
七
回
総
会
を
、
五
月
二
九

日（
土
）十
六
時
四
五
分
よ
り
、
駒
場
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
北
館
二
階
多
目
的
教

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
毛
利
秀
雄
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
大
学
院
数
理
科
学

研
究
科
長
、
一
高
同
窓
会
、
東
京
高
校
同
窓

会
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
　

以
下
、
議
事
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。
す

べ
て
提
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
、
駒
場
友
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.c.u-tokyo.ac.jp/ilovekom

aba/

を
ど
う
ぞ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
一
）二
〇
〇
九
年
度
事
業
報
告

瀧
田
佳
子
理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

雁
屋
哲
講
演
会（
四
月
十
七
日
）／
新
入
生
父

母
と
学
部
長
と
の
懇
談
会（
五
月
二
三
日
）／

第
七
回
演
奏
会
：
高
雄
有
希
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト（
五
月
三
〇
日
）／
教
養
学
部
説
明

会
：
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
行
事（
八
月
七

日
）／
第
八
回
演
奏
会
：
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏

会（
十
月
二
三
日
）／
駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る

講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト
：
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
行
事（
十
一
月
十
四
日
）／
山
田
洋
次
監
督

講
演
会（
十
一
月
三
〇
日
）／
鈴
木
秀
美
さ
ん

演
奏
会（
十
二
月
十
五
日
）／
有
森
裕
子
さ
ん

講
演
会（
一
月
二
七
日
）

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

会
報
は
十
三
号
を
九
月
に
、
十
四
号
を
三
月

に
発
行

③
会
員
・
会
友
数（
三
月
末
日
現
在
）

終
身
会
員
八
一
名
、
通
常
会
員
四
四
八
名
、

会
友
一
、五
〇
一
名
。
一
高
同
窓
会
員

一
八
六
名
、
東
高
同
窓
会
員
一
一
五
名

計
二
、三
三
一
名

（
二
）二
〇
〇
九
年
度
決
算

別
表
の
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
小
島
憲

道
監
事
よ
り
そ
の
内
容
が
適
切
で
あ
る

旨
、
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
　

（
三
）二
〇
一
〇
年
度
事
業
計
画

瀧
田
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の

開
催
　
新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会（
四

月
十
四
日
）／
新
入
生
父
母
と
学
部
長

と
の
懇
談
会（
五
月
二
二
日
）／
第
九
回

演
奏
会
：
リ
コ
ー
ダ
ー
と
リ
ュ
ー
ト
の

コ
ン
サ
ー
ト（
五
月
二
九
日
）／
駒
場
博

物
館
特
別
展
：
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世

界（
七
月
十
七
日
か
ら
）／
第
十
回
演
奏

会
：
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ト
の
コ
ン
サ
ー

ト（
十
一
月
五
日
）／
駒
場
の
樹
木
を
め

ぐ
る
講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト
：
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
行
事（
十
一
月
十
三
日
）

②
会
報
の
発
行

十
五
号
を
九
月
に
、
十
六
号
を
三
月
に

発
行
予
定

（
四
）二
〇
一
〇
年
度
予
算
案

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

（
五
）役
員
の
選
任

会
長
：
毛
利
秀
雄
　
副
会
長
：
竹
田
晃
、
遠

山
敦
子
　
理
事
：
浅
野
攝
郎
、
江
川
雅
子
、

大
島
利
雄
、
風
間
勝
昭
、
小
林
寛
道
、
瀧
田

佳
子
、
蓮
實
重
彦
、
松
本
健
、
山
影
進 

監
事
：
小
島
憲
道  

関
谷
孝

（
六
）そ
の
他

以
下
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
度
末
を
も
っ
て
一
高
同
窓
会
事

務
が
駒
場
友
の
会
に
移
管
さ
れ
た
。
一
高
同

窓
会
は
今
後
三
年
間
、
駒
場
友
の
会
の
下
で

「
一
高
同
窓
会
担
当
専
門
委
員
会（
委
員
長
：

竹
田
晃
駒
場
友
の
会
副
会
長
）」と
し
て
活
動

を
続
け
る
。

お
知
ら
せ

多
数
の
会
員
・
会
友
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」の
一
部

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
駒
場
図
書
館
一
階
中

央
に「G

EN
KI

　BO
O
KS

」コ
ー
ナ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

駒
場
図
書
館
、
国
立
女
性
教
育
会
館
の
協
力

を
得
て
、
駒
場
の
学
生
に
役
立
つ「
男
女
共

同
参
画
」関
連
図
書
を
幅
広
く
揃
え
、
男
女

と
も
自
立
し
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、

http://lib.c.u-tokyo.ac.jp/new
s/0163

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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駒
場
留
学
と
西
海
固林 

燕
平

西
海
固（
せ
い
か
い
こ
）は
中
華
人
民
共
和
国
の

寧
夏（
ね
い
か
）回
族
自
治
区
南
部
の
七
つ
の
貧
困

県
の
総
称
で
、
中
国
で
最
も
貧
し
い
地
域
の
ひ
と

つ
で
す
。
林
さ
ん
は
十
年
に
わ
た
る
日
本
留
学
を

一
九
九
九
年
に
終
え
帰
国
し
た
の
ち
、
寧
夏
の
地

方
機
関
に
赴
任
し
、
六
年
間
、
周
辺
の
農
民
の
生

活
調
査
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

私
が
十
二
歳
の
時（
一
九
六
六
年
）に
文
化

大
革
命
が
起
こ
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
大
学

入
学
試
験
が
復
活
し
た
の
は
二
四
歳
に
な
っ

た
時
で
し
た
。
北
京
師
範
大
学
卒
業
後
、
結

婚
し
、
子
ど
も
を
産
み
ま
し
た
。
北
京
生
ま

れ
で
北
京
育
ち
の
私
で
す
が
、
学
問
の
世
界

に
あ
こ
が
れ
て
、
自
費
で
日
本
に
留
学
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
大
学
院
総
合
文
化
研

究
科（
駒
場
）の
相
関
社
会
科
学
専
攻
の
修
士

課
程
に
入
学
し
た
の
は
三
六
歳
の
時
で
し
た
。

留
学
当
初
は
、
日
本
語
が
上
達
せ
ず
、
貧
し

く
、
友
人
も
お
ら
ず
、
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

相
関
社
会
科
学
専
攻
で
は
、
多
分
野
の
学

問
的
知
識
と
方
法
を
活
用
し
、
包
括
的
な
視

点
か
ら
社
会
問
題
を
観
察
・
研
究
・
分
析
す

る
こ
と
が
非
常
に
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
中
国
の
地
域
間
所
得

格
差
：
産
業
構
造
・
人
口
・
教
育
か
ら
の
分
析
」

で
し
た
が
、
テ
ー
マ
の
選
択
と
研
究
手
法
は

こ
の
専
攻
の
特
徴
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
も

の
で
、
統
計
学
の
み
な
ら
ず
、
経
済
学
、
教

育
学
、
社
会
学
な
ど
の
先
生
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
博
士
論
文
は

二
〇
〇
一
年
に
日
本
経
済
評
論
社
よ
り
出
版
）。

十
年
に
わ
た
る
日
本
で
の
生
活
を
思
い
返

す
た
び
に
、
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
私
は
す
べ
て
日
本
で
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
の
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
相
関
社
会
科

学
専
攻
の
先
生
方
、
多
く
の
善
良
な
日
本
の

友
達
か
ら
た
く
さ
ん
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

彼
ら
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、
今
日
の
私
は
存

在
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
助
け
を
求
め
る

気
持
ち
や
手
を
さ
し
の
べ
て
も
ら
っ
た
と
き
の

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
は
目
に
見
え
な
い
も

の
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
人
の
一

生
に
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
そ
の
力

は
は
か
り
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
本
当
で
す
。

帰
国
し
て
中
国
社
会
科
学
院
に
就
職
し
、

し
ば
ら
く
し
た
二
〇
〇
三
年
正
月
の
直
前
、

初
め
て
西
海
固
に
お
け
る
農
民
た
ち
の
生
活

に
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
北
京
や
東

京
と
は
ま
っ
た
く
違
う「
農
村
中
国
」の
実
態

を
自
分
の
目
で
見
て
、
す
ぐ
に
そ
こ
に
と
け

こ
み
、
末
端
の
民
衆
と
一
体
に
な
っ
た
の
で

す
。
西
海
固
は
一
年
に
一
回
風
呂
に
入
る
こ

と
さ
え
困
難
な
地
域
で
す
。
農
業
の
低
生
産

性
、
農
村
の
荒
廃
、
農
民
の
貧
困
を
中
国
で

は「
三
農
問
題
」と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
縮
図

が
こ
こ
に
あ
り
、
心
が
震
え
ま
し
た
。「
行
政

村
全
数
調
査
」を
自
力
で
始
め
、
貧
し
い
山
村

の
生
活
実
態
を
六
年
以
上
に
わ
た
っ
て
研
究

し
、あ
わ
せ
て
支
援
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

私
が
現
地
で
進
め
て
い
た
支
援
活
動
は
現

地
の
若
い
人
た
ち
を
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

「
貧
し
い
女
子
大
学
生
を
助
け
よ
う
」、「
ク
ラ

ス
の
本
箱（
学
級
文
庫
）」と
い
っ
た
援
助
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
前
者
は
教
育
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
女
子
生
徒
が
大
学
に
行
け
る
よ
う
に
す

る
奨
学
金
で
す
。
後
者
は
子
ど
も
の
た
め
の

図
書
を
学
校
に
寄
付
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ど
ち
ら
も
現
地
の
人
た
ち
に
と
て
も
喜
ば
れ
て

お
り
、
若
い
人
た
ち
に
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
先

生
方
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
元
上
智
大
学

臘
山
道
雄
教
授
、
元
早
稲
田
大
学
西
川
潤
教

授
、
元
日
立
総
合
計
画
研
究
所
取
締
役
副
社

長
椋
木
圀
光
様
、
東
京
大
学
医
学
博
士
小
澤

英
輔
ご
夫
妻
、
同
大
学
山
本
泰
教
授
、
家
主

の
村
山
豊
夫
ご
夫
妻
、
友
人
の
中
山
弘
様
、

佐
竹
ま
さ
子
様
な
ど
の
方
々
で
す
。

西
海
固
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果

は
、
二
〇
〇
九
年
に
、『
山
村
的
守
望
』（
日

本
語
で
は『
山
村
を
見
守
る
』）と
い
う
著
書

に
ま
と
め
、
中
国
社
会
科
学
院
方
志
出
版
社

か
ら
刊
行
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
お
け
る
一
つ

ひ
と
つ
の
デ
ー
タ
は
す
べ
て
農
民
の
生
活
か

ら
掘
り
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
、
ど
の
観
点
も

黄
土
高
原
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
正
確
な

デ
ー
タ
を
基
に
、
西
北
地
域
に
位
置
す
る
山

村
の
現
状
、
そ
れ
ら
が
現
在
の
姿
に
な
っ
た

原
因
と
ロ
ジ
ッ
ク
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

整
理
し
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
は
、
私
に
と
っ

て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
彼

ら
の
中
の「
自
分
た
ち
の
生
活
を
変
え
た
い
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
か

ら
で
す
。
そ
の
時
に
自
分
な
り
の
や
り
方
で

彼
ら
を
助
け
た
い
と
決
心
し
た
の
で
す
。

学
術
交
流
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
人
々
の
友
情
や
互
助
も
国
境

を
越
え
て
い
る
も
の
で
す
。
過
去
に
助
け
ら

れ
た
人
間
が
、
そ
の
後
に
は
よ
り
多
く
の
人

を
助
け
る
こ
と
で
、
友
情
と
互
助
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
の
で
す
。
社
会
科
学
の
分
野
で

研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
様
々
な
人
と
助
け

あ
う
こ
と
は
人
生
経
験
を
豊
か
に
し
、
社
会

へ
の
認
識
を
深
め
る
恰
好
の
機
会
と
な
り
ま

す
。
私
を
助
け
て
く
れ
た
先
生
方
と
友
達
は

今
も
私
の
研
究
を
気
に
か
け
、
そ
れ
と
同
時

に
西
海
固
農
民
た
ち
の
生
活
に
も
注
意
を

払
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
中
国
社
会
科
学
院 

数
量
経
済
・
技
術
経
済

研
究
所
研
究
員
／
日
本
語
訳
＝
钱
一
帆　

国

際
社
会
科
学
専
攻
修
士
課
程
）

爽やかな風に包まれてゆったりと
くつろぐことのできる

フランス料理
ルヴェ ソン ヴェール 駒場

駒場友の会の皆様がお食事の際に注文なさった
コーヒーは、お支払いの際に会員証・会友証を
ご提示下さいますと無料になります。
営業時間　11 : 00 ～ 14 : 30、17 : 00 ～ 21 : 00

Tel: 03-5790-5931 / Fax: 03-5790-1902

駒場ファカルティハウス内
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ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
復
活

松
尾 

治
樹

駒
場
の
音
楽
活
動
は
、
合
唱
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

オ
ル
ガ
ン
や
ピ
ア
ノ
な
ど
多
彩
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
北
館
二
階
に
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
設
置
さ
れ
、
演

奏
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
お
世

話
く
だ
さ
っ
た
の
が
松
尾
楽
器
の
松
尾
治
樹
さ
ん

で
す
。
駒
場
の
音
楽
活
動
の
有
力
な
サ
ポ
ー
タ
と

い
う
べ
き
存
在
で
、
駒
場
友
の
会
の
活
動
に
も
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
九
八
五
年
十
月
二
一
日
に
マ
ル
タ
・
ア

ル
ゲ
リ
ッ
チ
と
ミ
シ
ェ
ル
・
ベ
ロ
フ
の
デ
ュ

オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
が
あ
り
、
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

も
師
事
し
た
こ
と
の
あ
る
ロ
ン
ド
ン
の
名
教

師
マ
リ
ア
・
ク
ル
チ
ョ
先
生
も
た
ま
た
ま
来

日
し
て
い
て
、
そ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
見
え
た

の
で
、
終
演
後
に
皆
で
六
本
木
の
鮨
屋
へ
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
数
日
後
に
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
劇

場
で「
世
紀
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー

ル
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
話
題
は
自
然
と
、
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ

ツ
が
八
三
年
に
初
来
日
し
た
時
に
吉
田
秀
和

先
生
が
書
か
れ
た「
ひ
び
の
入
っ
た
骨
董
品
」

云
々
と
い
う
批
評
の
こ
と
に
及
び
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
実
況
放
送
し
た
初
来
日
公
演
の

録
画
が
た
ま
た
ま
そ
の
鮨
屋
に
あ
る
の
を
知

る
と
、
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
が
そ
れ
を
観
た
い
と

言
い
出
し
た
の
で
す
。
彼
女
は
初
め
の
う
ち

は「
敬
愛
す
る
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
こ
ん
な
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
！
」と
涙
を
流
し
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に「
こ
こ
が
凄
い
」、

「
あ
そ
こ
が
凄
い
」、「
あ
の
歳
で
新
し
い
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
挑
戦
す
る
な
ん
て
！
」と

言
っ
て
食
い
入
る
よ
う
に
画
面
を
観
始
め
た

の
で
す
。
そ
の
時
の
様
子
が
余
り
に
印
象
的

だ
っ
た
の
で
、
翌
日
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
社
に
電
話
を
入
れ
て
、
今
後
も
し

ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
何
処
か
で
弾
く
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
私
は
世
界
中
何
処
へ
で
も

飛
ん
で
行
く
か
ら
必
ず
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配
し

て
欲
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。

半
年
程
し
て「
一
週
間
後
に
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ

ツ
が
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
演
奏
す
る
。
本
人
は
既

に
ハ
ン
ブ
ル
グ
入
り
し
て
い
て
リ
ハ
ー
サ
ル

も
済
ま
せ
た
。
彼
が
弾
く
こ
と
は
も
は
や
間

違
い
な
い
。
約
束
通
り
チ
ケ
ッ
ト
は
用
意
し

た
が
、
本
当
に
あ
な
た
は
聴
き
に
来
る
の

か
？
」と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
急
な
話
で

し
た
が
、
私
は「
勿
論
」と
答
え
て
、
数
日
後

に
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
へ
飛
び
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
曲
目「
ス
カ
ル
ラ
ッ

テ
ィ
の
ソ
ナ
タ
」が
始
ま
っ
た
時
は
、
い
つ

ま
た
前
み
た
い
に
調
子
が
崩
れ
や
し
ま
い
か

と
そ
れ
ば
か
り
が
心
配
で
祈
る
よ
う
な
気
持

ち
で
聴
い
て
い
ま
し
た
。
二
曲
目
に
入
っ
て

や
っ
と
人
心
地
が
つ
き
、
そ
れ
か
ら
は
ま
と

も
に
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

「
こ
れ
こ
そ
が
本
物
の
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
！
」

「
彼
は
本
当
に
甦
っ
た
の
だ
。
奇
跡
が
起
き

た
の
だ
」。
そ
う
実
感
し
た
途
端
に
嬉
し
く

な
っ
て
涙
が
ど
っ
と
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
も
う
夢
見
心
地
で
し
た
。

休
憩
の
時
に
ロ
ビ
ー
で
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
を

見
つ
け
、「
こ
の
為
に
わ
ざ
わ
ざ
来
た
の
で

す
」と
私
が
言
う
と「
私
も
」と
い
う
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

演
奏
が
終
わ
る
と
直
ぐ
に
楽
屋
を
訪
ね
ま

し
た
。
マ
エ
ス
ト
ロ
は
私
だ
と
判
る
と
、「
あ

の
時
ど
う
し
て
皆
で
自
分
を
止
め
て
く
れ
な

か
っ
た
の
か
？
」「
あ
の
時
は
弾
く
べ
き
で

は
な
か
っ
た
」「
自
分
は
も
う
一
度
日
本
へ

行
っ
て
、
皆
の
前
で
ち
ゃ
ん
と
弾
け
る
こ
と

を
証
明
し
た
い
」「
で
も
、
も
う
自
分
を
招

聘
し
て
く
れ
る
所
な
ど
何
処
も
無
い
の
だ
」。

彼
の
悲
痛
な
言
葉
は
私
に
は
魂
の
叫
び
に
聞

こ
え
ま
し
た
。
彼
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ピ
ー

タ
ー
・
ゲ
ル
ブ
は
、
既
に
日
本
に
売
り
込
み

を
掛
け
て
い
た
の
で
す
が
、
返
事
は
何
処
も

「
ノ
ー
」だ
っ
た
の
で
す
。

私
が
帰
国
す
る
と
ち
ょ
う
ど
マ
ウ
リ
ツ
ィ

オ
・
ポ
リ
ー
ニ
が
来
日
中
で
、
連
日
の
よ
う

に
梶
本
音
楽
事
務
所
の
梶
本
眞
秀
氏
と
会
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
梶
本
氏
の
顔
を
見
る

度
に
、
私
は
ポ
リ
ー
ニ
は
そ
っ
ち
の
け
で
ホ

ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
復
活
ぶ
り
や
、
彼
の
気
持
ち

を
伝
え
、
何
と
か
も
う
一
度
招
聘
す
る
よ
う

に
何
度
も
頼
ん
だ
の
で
す
。

梶
本
氏
は
最
初
の
う
ち
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は

も
う
う
ん
ざ
り
と
云
っ
た
調
子
で
ま
っ
た
く

取
り
あ
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
う

ど
折
り
よ
く
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
前
に
モ
ス
ク

ワ
で
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
弾
い
た
リ
サ
イ
タ
ル

の
中
継
録
画
が
私
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
て
来

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
梶
本
氏
は
、
初
め
て

私
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
嘘
で
な
い
と
知
り
、

そ
れ
を
確
か
め
る
べ
く
、
次
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
る
ロ
ン
ド
ン
へ
出
か
け
て

く
れ
た
の
で
す
。

ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
そ
の
ま

ま
日
本
に
や
っ
て
来
る
こ
と
に
な
る
と
は
思

い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
六
年
六
月
に
実
現
し
た
彼
の
二
度
目
の

来
日
公
演（
上
の
写
真
）が
大
成
功
に
終
っ
た

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
の
名
誉

が
回
復
さ
れ
た
こ
と
が
私
に
は
何
よ
り
も
嬉

し
か
っ
た
の
で
す
。（

松
尾
楽
器
商
会
社
長
）
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演
奏
会
の
予
告

今
年
四
月
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
火
山
噴
火
の
た

め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
寺
神
戸
亮
さ
ん
の

演
奏
会「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
へ
の
道
」が
、
十
一
月

二
五
日（
木
）に
開
催
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
、
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
北
館
二
階
音
楽
実
習
室
の
予
定
で
す
。

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

二度目の来日公演終演後会場を出るホロヴィッツ一行（86
年 6月28日、昭和女子大学人見記念講堂）。右端よりマネー
ジャーのピーター・ゲルブ氏（現在はニューヨーク・メトロポ
リタン歌劇場総裁）、ホロヴィッツ、筆者。左端は専任の調
律師フランツ・モーア氏。




